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人

畫
學
生

が
使
用

す

る
繪

具

の
撰
擇

を
見

れ
ば
、
其
人

の
性
質

の
強
弱

を
明

に
覗

ふ

こ
と
を
得

べ
し
。
通
例
其

師
が
試

み
て
要
用
な

る
繪

具

と
し
た

る

も

の
を
用

ゐ
ん
と
し

つ

ゝ
あ
り
。
デ
ウ
イ

ン
ト
は
此
例

よ
り

除

外
す

べ
き

も

の
に
て
、
甚
だ
珍

奇
な

る
な
り
。
試

に
ギ
ル
チ

ン
の
調
色

板

と
比
較
す

る
も
妙
な

る
べ
き

か
。
ギ

ル
チ

ン
は

十
五
色

を
使
用

し
ぬ
。
曰
く

、
イ

ン

ヂ
ゴ
ー
。

レ
ー

キ
。
ラ
イ

ト

レ
ツ

ド
。
イ

ン
ヂ

ア

ン
、

レ
ツ

ド

。
ロ

ー

マ

ン
オ
ー
ク

ル
。
オ

ル
ト
ラ

マ
リ

ン
。

マ
ダ
ー

ブ

ラ
オ

ン
。

バ
ー

ン
ト

シ
ー

ナ
。
ヴ

ア

ン
ダ

イ
ク

、
ブ
ラ

オ

ン
。

コ
ロ
ー

ン
、
ア

ー
ス
。
ガ

ン
ボ
ー

ヂ
。

エ
ロ
ー

レ
ー
キ
。
ブ
ラ
オ

ン
ピ

ン
ク
。
プ

ラ
シ
ア

ン
ブ
リ

ユ
ー
。
ヴ

エ
ネ

シ
ア

ン
レ
ツ

ド
。
な

り
。

デ

ウ
イ

ン
ト

の
讐
通
使

用
し
た

る

パ
レ
ツ

ト

に
は
左

の
十

二
色
あ
り

き
。

曰
く
、
ヴ
エ

ル
ミ
リ
オ

ン
。
イ

ン
ヂ

ン
ァ

レ
ツ

ド
。
プ

ラ
シ
ア

ン
或
は

シ

ア

ニ
ン
ブ
リ

ユ
ー
。
ブ
ラ
オ

ン
マ
ダ

ー
。
ピ

ン
ク

マ
ダ

ー
。

セ

ピ
ア
。
ガ

ン

ボ
ー

ヂ
。

エ
ロ
ー
オ

ー
ク
ル
。

バ
ー

ン
ト

シ
ー

ナ
。

パ
ー
プ

ル

レ
ー
キ
。

ブ

ラ
オ

ン
ピ

ン
ク
。
及

イ

ン
ヂ
ゴ
ー

な

り
。
此
外

に
折

に
觸

れ
て
使

用
す

る
も

の
四

五
種

あ
り

、
曰
く
オ

レ

ン
ヂ
オ

ー
ク
ル
。
ヴ

ァ

ン
ダ
イ

ク
ブ
ラ

オ

ン
。
オ
リ

ー
ヴ
グ

リ
ー

ン
。

コ
バ
ル
ト
。
エ
メ
ラ

ル
ド

ク
リ
ー

ン
な
り
。

總て
繪

具
は
乾
製

に

て
、
使

用
の
際

は
水

に
て
和
か

に
し
置
く
な

り
。
デ
ウ

イ

ン
ト
は

坊
間

に

あ
る
繪

具
箱

に
附
屬

せ
る
琺
瑯

質

の
板

を
好
ま
ざ

り
し

か
ば
、
別

に
氏
自
身

に
て
箱
を

工
夫

し
居
た
り
。
氏

は
銀
樣

の
面

の
光

れ

る
金
屬

製

の
板

を
使

用
し
け

る
な
り

。

氏

が
使

用
す

る
筆

は

二
本

に
て
、
共

に
大

に
し

て
丸
し

。

一
本
は
古
き
禿

筆
に
で

、

一
本
は
新

し
き
先

の
好

く
尖
り
た

る
も

の
な

り
き
。
氏

の
水

彩

畫の
寫

生

は
、
前

景
は

ア
ク

シ
デ
ン

ト
の
仕

上
げ

を
此
禿
筆

に
て
表

は
す

こ
と
ゝ
な

し
ぬ

。
か

ゝ
る
描
方

は

サ
ウ
ス
ケ

ン
シ

ン
グ

ト

ン
の
繪
畫

中

に

見

る

こ
と
を
得

べ
し

。

「
エ
、
コ
ー

ン
フ
イ

ー
ル

ド
、
ア
イ

ヴ
イ

ン
グ

ホ
ー

」
の
如

き
郊
外

の
好
寫

生

畫
に
依

て
容

易

に
此
方
法

を
見

る

こ
と
を
得

る
な
り
。

此

の
繪

は
各
部
共

に
筆
力
雄

健

に
し
て
流
麗

な

る
の
み

な

ら
ず
、

潤
澤
あ

り

て
、
色

彩

の
或

も
の
は
豊

冨

に
、

或

も

の
は
寒
色

に
調

和
よ
く
、
宛

ら
巧

に
寳

石
を
散
箝

め
た

ら
ん

や
う
に
麗

は
し
き
な

り
。
如
斯

き
結

果
を
得

た
れ
ば
、

前
景

は

禿
筆

を
用

ひ
て
、
擦
過

し

て
、
皺

を
作
り

、
望

み
通
り

の
結
果

の
、
あ
る

偶

然

の
事

を
出
來

か
し

て
、
活
氣

を
添
え

つ
ゝ
あ
る
な

り
。

コ
ー

ン
フ
イ

ー
ル
ド
、
ア
イ
ヴ

イ

ン
ク

ホ
ー

に
も
こ

れ
を

見
る

こ
と
を
得

べ
し
。
前

景

よ

り

極
遠

景

へ
と
移
り
行

く
處

に
タ
ー
ナ
ー
、

コ
プ

レ
ー
、

フ
イ
ー

ル
デ
イ

　
　
　

　
　
　

ン
グ

の
如

き

、
漸

滅
調
　

色
彩

の
融
和
)

の
變

化

は
な
か
り
き
。
デ

ウ
イ

ン
ト
は
繪
畫

を
洗
滌

し

て
無
邊

の
漸

滅
調

を
得

る

こ
と
を
嫌

ひ

つ
。
も
し

夫

れ
氏

の
繪
畫

を
洗
滌

し

た
ら
ん

に
は

、
色

彩

の
深

き
光
澤

あ
る
繪

の
鮮

新
な

る
榮

え
あ

る
部
分

を
損

じ
了
り

ぬ
、
氏

の
製
作

の
目
的
を
凌

辱

せ
し

む

る
ご
と

ゝ
な

ら
ん
な

り
。

此
外

ま
た

コ
ー
ン
フ
イ
ー

ル
ド
、
ア
イ
ヴ

イ

ン
グ
ホ

ー
に
は

三
個

の
興
味

あ
る
者
あ
り
。
第

一
に
樹

木
が
粧
飾

上

の
價

値
は

艮
好
な

る
も

の
に

せ
よ

、

寧

ろ
描

方

の
規

則
正
し
く

て
、
隨

意
過

ぎ
た
る

な
り

。
素

よ
り
こ

れ
等

は







樹
木
な

れ
ど
も

、
名

を
附
す

る
に
躊

躇

す

べ
き
な

り
。
此

の
疑
問

は
デ

ウ

イ

ン
ト

が
郊
外

の
寫

生

の
樹

木
を
見

て
、
常

に
起

る
も
の
な

ら
ね

ど
、
氏

は

や

ゝ
も
す
れ
ば
樹

木

の
種
類

の
性
質

を
誤
り

て
研
究

す
る
傾
向

あ
り

し

な

り
。
第

二
は

此
繪

の
空

に
て
、
デ

ウ
イ

ン
ト

の
繪
畫

に
普

通

あ
る
處

の

雲
と
異
り

て
、
英
國

的

美
觀

あ
る
雲
な
り

。
ヂ

ウ
イ

ン
ト
は
如
何
に

す

る

も

、
雲

の
形

層

と
、
風

あ
る
日

和

に
付

き

て
は

、
完
全

な

る
研
究
者

に
あ

ら
ず

。
氏

が

立

派

な
る

ス
ケ
ッ
チ
に

は
、
幾

時

も
幾
時
も

空
を

描

か
ず

に
。
殘

し
置

き

て
、
象
牙
色

の
ク

レ
ス
ウ
イ
ツ

ク
紙
に
滿

足
し

て
描

き

つ

つ
あ
り
し
な

り
。
此

の
點

は
タ

ー
ナ
ー

、
コ
ツ

ク

ス
、

コ
リ

ー
ル
等

趣

を

異

に
せ
り
。
即

ち
英
國

水
彩
畫

の
雲
雀

の
舞

ふ
な

る
天
空

と
異
れ

る
な
り

。

デ

ウ

イ

ン
ト
が
目

を
注

げ

る
處

は
、
英
國

の
土
地

と
豊

饒

の
収

穫

に
て
あ

り
き

。
氏
は
英
國

の
地
面

の
重
み

と
、
薪
鮮
な

る
芳
香
を

傳

ふ
る

こ
と
に

勤

め
け

る
な
り

。
氏
が
有
名
な

る
収
穫

の
景
色
は
實

に
強

壮
な

る
英
國

の

田
畝

の
芳
香

と
生

命

と
が
充
滿

せ
る
な
り

け
り

。

コ
ー

ン
フ
イ

ー
ル

ド
、
ア
イ

ヴ
イ

ン
ク
ホ

ー

の
第

三
に
認
ら
る

ゝ
も
の
は
、

空

の
雲

の

一
種
變

れ

る
に
あ
り

。
其
色

は
濕

潤
あ
る
灰
色

と
滑
か
な

る
眞

珠

の
調
子

に

て
鳶

色

の
調
子
あ
り

。

こ
は

イ

ン
ヂ
ア

ン
レ
ツ

ド

と
他

の
彩

具

を
僅

に
混

え

て
、
化

學
上
の
作
用
を
起

し
て
出
だ

せ
る
も

の
な

り

。
イ

ン
ヂ

ァ

ン
レ
ツ

ド
は
單
獨

に
使

用
す

る
と
き
は

不
朽
な

れ
ど

も

(
鐵

の
酸

化

物
な
り

。
)
混
合

し

て
用
ゆ

る
に
危
険
な

り
。

叉
下
塗

を
し

て
地
面

に
暖

み

を
帯

ば
し
む

る
に
は
危
險

な

る
な

り
。
例

之
ば

「
ク
リ
ケ

タ
ー
ス
」
に

於

て
は
空

の
藍
色

を
腐

蝕
し

て
全
體

が
狐
色
を
呈
し

つ
ゝ
あ

る
な
り

。
さ

れ
ど
か

ゝ
る
色
彩

の
損
傷

の
變

化

あ
る
繪
畫

は
デ
ウ
イ

ン
ト

の
繪
畫

中

に

は
稀

に
見

る
も
の
に

て
、
多
數

の
繪
畫

は
時
日

を
經

る
も
無
事

な

る
な
り

。又

一
方

に

て
は
油
繪

の
或
物
は
劈

痕

の
入
り

て
、
こ

れ
を
修
覆

す
る
に
忙

殺

せ
ら
る
ゝ

程
な

り
。

サ
ウ
ス
ケ

ン
シ
ン
グ
ト

ン
に
あ
る
有
名
な

る

「
コ

ー

ン
フ
イ
ー

ル
ド

」
の
如
き
も
こ

れ

に
洩

れ
ず

、
空

に
圓
形

の
劈

痕

が
處

々
に
顯

は
れ
居

る
な

り
。
宛
ら

ウ
イ

リ
ァ

ム
、
ブ

レ
ー
キ
の

「
エ

ン
シ
エ

ン
ト
、
オ

ブ
、
デ

ー
ス
」
が

一
對
の
丸

に
て
侮

辱

さ
れ

つ
ゝ
あ
る
と
仝
樣

な

り
。
如
斯
な

れ
ば

、
彩
具

の
優
劣

は
措

い
て
、
デ
ウ
イ

ン
ト
の
水
彩
畫

は
時
を
經

る
に
從

て
油
繪

よ
り

は

よ
り

早

く
消
滅
す

べ
し
と
は
批
評

家

の

い
ふ
處

な
り

。
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初

め
て
奈

良
に
入
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奈
良
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か
な

　

　
兩

師
巳

に
在
り

講
脅
生
九
十
名

と
註

せ
ら

る

秋
暑

き

幾

間

の
人

や
繪

三
昧

　

　

曉

　

　
起

松
落
葉

我

一
人
ゆ
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東

大
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春

日
社

カ
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な

ぎ
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の
金
燈
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萩
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つ
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つ
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